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OTA シティ・マネジメントレポートの作成にあたって 

 

 

 現在、新型コロナウイルス感染症の対応に一進一退を繰り返しており、人々の日常生

活、地域活動、経済活動に大きな影響を与えております。このような状況において、区

は区民生活に最も身近な基礎自治体として、区民の皆さまの生命と健康を守り、区内経

済を支える様々な取り組みを進めております。 

 

区は引き続き、感染拡大防止対策に万全を期し、「新おおた重点プログラム」に掲げ

た「健康維持・感染症対策」や「大規模自然災害対策」に取り組むとともに、「生活支

援策」、「経済活動支援策」、「学びの保障・子どもの生活応援」、「新たな自治体経営のシ

フト」を着実に推進する必要があります。また、刻々と変化する区民の生活や価値観を

踏まえつつ、ポストコロナを見据え、他都市をリードする成熟した都市として、新たな

成長に向け力強い歩みを進めなければなりません。 

 

こうした状況の中で、区民の皆さまに信頼され安心できる行財政運営を推進するため

には、財政の健全性を確保することが欠かせません。 

 

区財政の状況は、基金の適切な積み立てや特別区債の発行抑制と着実な償還を進め、

現状において財政の健全性を維持しています。しかし、感染症拡大に伴う経済活動の停

滞、国による不合理な税制改正の影響や将来の財政需要を勘案すると、今後の財政運営

は厳しい局面を迎えると想定しています。 

 

 このレポートは、令和２年度決算をもとに、総務省の定める統一的な基準による財務

書類等を作成したものです。現行の決算を補完し財政の透明性を高めるとともに、行政

コストの把握や分析などに活用し、区を「経営」する視点のもと、持続可能な自治体経

営の実現に向けて取り組んでまいります。 
 
 
 

               令和３年 12 月 大田区長  

 



 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区財政のアニュアルレポートとは、区民の皆さまに区の経営状況や活動状況

を報告するために作成した｢年次財務報告書｣をいいます。 

 

 

○ 普通会計とは、決算統計（地方自治法第 252 条の 17 の５第 2 項に基づい

て毎年度実施されている「地方財政状況調査」による全国の地方公共団体の

決算に係る統計調査）により、総務省の定めた全国の統一基準による標準的

な会計として、すべての地方自治体の財政状況を比較分析できるよう再構成

した統計上、観念上の会計です。 

  大田区では、一般会計から介護関連や区営アロマ駐車場などの収入・支出

を差し引いたものとなります。 

 

○ 説明や図表中の数字は、原則として表示単位未満を四捨五入しているため、

各項目の合計が合計欄の金額や比率と一致しない場合があります。 
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